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融雪用途：軒先融雪

雪止め設置

範　囲　：軒先　W230mm発熱体×2列

＊落雪防止必要時

＊落雪防止必要時
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＊屋根仕上げ材施工仕様要確認

（屋根材固定要領やスターター仕様等）

対象部寸法が大きくなると融雪効率が低下し

氷柱や融け残り等の不具合発生が懸念されます。

寸法値を優先とした施工方法を協議ください。

屋根材固定加工範囲

W50mm×L発熱体長　2列/発熱体1枚

・タッカー固定　2列/約300mmピッチ
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＊発熱体へのビス打ち等加工は厳禁

＊軒天内引き回し

概要・要点

・軒先発熱体（列-1）の設置位置は軒先より50mm以内を要望。

概要・要点

・列-1 発熱体間の隙間寸法は氷柱防止から50mm以内。

・落雪防止が必要な場合は雪止めを設置。

列-2

列-1

・屋根材固定において発熱体への加工（ビス打ち等）は厳禁。

・軒天へ口出し線落とし込み下地加工部はコーキング等、防水処理を実施。

　屋根材仕様（固定方法、スターター等）を確認の上、要望寸法優先にて設置方法を協議。

　寸法が大きくなった場合、融雪効果低下による融け残り等不具合発生が懸念。
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